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９
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
９
月
25
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

青雲　田村　寒江　濃墨ながら歯ぎ
れのよい線でリズム良く書けてい
る。下部の余白を雅印の位置と大
きさでひきしめ、軽妙さも加わり
好感がもてる。
	 （審査評　吉家　桂雪）

【かな半紙】

建中　森　清泉　継色紙独特の運筆リズムにのせ
た墨の落とし込みが巧み。量感溢れる重厚感と
品格のある秀作。	 （審査評　西口　貴翠）

【漢字半紙】

岩書　伊藤　信子　無理な誇張を避
けた上品な筆致に感性の豊かさが
にじみ、墨色や線の繊細な変化の
妙に、日々の鍛練を感じる。
	 （審査評　磯崎　香月）

【新和様条幅】
書
学
　
岩
国
　
松
雪
　
墨
色
も
よ
く
一
貫
し
た
深
み
の
あ
る
線
で
衒
い
も
な
い
含
蓄
の
あ
る
作
。
渇
部
も
筆

が
よ
く
動
き
“
の
”
の
変
化
も
見
応
え
あ
り
。
実
力
の
程
が
窺
え
る
。

︵
審
査
評

　東
仲

　遙
邨
︶

【かな条幅】
神
奈
　
真
藤
　
可
穂

　一
行
目
の
大
胆
な
構
成
が
目
を
引
く
。
小
さ
め
の
「
夏
」
で
の
含
墨
は
パ
ン
チ
が
効

い
て
、
作
品
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
確
固
た
る
実
力
が
窺
え
る
一
作
。	

	

︵
審
査
評

　川
島

　史
子
︶

【漢字条幅】
采
女
　
熊
野
　
素
心

　運
筆
自
在
の
大
ら
か
な
作
。
余
白
を
活
か
し
た
潤
渇
の
配
分
も
大
胆
で
あ
る
。
観
賞

し
て
い
て
安
ら
か
さ
を
覚
え
る
秀
作
。

︵
審
査
評

　永
井

　香
樹
︶
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今月の優秀作品 漢 字 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

32

今月の優秀作品漢 字 半 紙
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今月の優秀作品 漢 字 半 紙
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今月の優秀作品か な 半 紙
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今月の優秀作品 か な 半 紙
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今月の優秀作品か な 半 紙
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今月の優秀作品 新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品 新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品漢 字 条 幅

　
　
新
書
　  

小
柳
　
浩
美

　
　
新
書
　  

大
島
　
　
薫

　
　
九
書
　  

佐
藤
　
秀
麗

　
　
書
学
　  

川
瀬
　
英
之

　
　
書
学
　  

久
保
真
紀
子

　
　
千
厩
　  

伊
藤
　
庸
子

　
　
佳
心
　  

岩
城
　
秀
子

　
　
書
学
　  

尾
㟢
美
和
子

　
　
第
一
　  

説
田
　
仁
子

　
　
書
学
　  
槻
木
　
新
二

　
　
プ
ラ
　  

甲
斐
千
恵
美

　
　
星
霜
　  

内
田
　
香
珠

　
　
筑
波
　  

澤
田
　
真
也

　
　
大
書
　  

橋
本
美
恵
子

　
　
書
学
　  

齋
藤
　
和
子

　
　
書
学
　  

赤
田
　
千
恵

　
　
梧
星
　  

横
木
　
優
子

　
　
書
学
　  

加
藤
恵
美
子

　
　
梧
星
　  

金
澤
　
華
煌

　
　
梧
星
　  
藍
原
　
香
径

　
　
草
扇
　  

齊
藤
　
洋
子
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今月の優秀作品 か な 条 幅

　
　
東
雲
　  

三
浦
　
幸
子

　
　
書
学
　  

田
中
　
寧
梅

　
　
書
学
　  

上
條
　
直
子

　
　
日
暮
　  

大
唐
美
奈
子

　
　
永
岳
　  

中
澤
美
弥
子

　
　
観
門
　  

中
島
　
友
子

　
　
墨
香
　  

小
川
　
昭
俊

　
　
万
里
　  

神
之
田
澄
水

　
　
小
諸
　  

相
場
　
蒼
月

　
　
書
学
　  
尾
山
　
章
子

　
　
大
井
　  

高
木
　
洋
子

　
　
僕
水
　  

三
戸
　
明
泉

　
　
櫻
　  

永
田
　
櫻
水

　
　
Ｍ
Ｍ
　  

千
葉
　
伶
華

　
　
書
学
　  

山
本
　
恵
市

　
　
書
学
　  

植
田
由
紀
子

　
　
白
鳥
　  

諸
見
田
瑳
菜

　
　
書
学
　  

荒
井
　
静
枝

　
　
川
口
　  

石
川
　
恵
子

　
　
書
学
　  
吉
村
　
丘
美

　
　
長
湫
　  

牧
野
　
享
子
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今月の優秀作品新 和 様 条 幅

　
　
桃
林
　  

斎
藤
　
江
葉

　
　
九
書
　  

垣
田
　
理
恵

　
　
新
書
　  

大
島
　
　
薫

　
　
書
学
　  

川
瀬
　
英
之

　
　
佳
心
　  

岩
城
　
秀
子

　
　
き
し
　  

中
　
　
守
楽

　
　
紅
彣

  

磯
㟢
あ
ゆ
み

　
　
市
書
　  

森
　
　
留
美

　
　
水
茎
　  

星
川
み
ど
り

　
　
書
学
　  
藤
井
　
顕
子

　
　
水
茎
　  

蔀
　
　
久
美

　
　
愛
山
　  

加
藤
　
遊
水

　
　
書
学
　  

山
本
　
順
子

　
　
長
倉
　  

阿
部
　
宏
美

　
　
書
学
　  

本
山
　
径
子

　
　
草
扇
　  

岡
田
乃
里
子

　
　
紅
彣

  

髙
　
な
な
み

　
　
書
学
　  

林
　
　
友
紀

　
　
景
水
　  

清
水
　
景
苑

　
　
Ｍ
Ｍ
　  
千
葉
　
伶
華

　
　
森
野
　  

青
木
　
　
努



今
月
の
優
秀
作
品

43

今月の優秀作品 実 用 書
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今月の優秀作品細 字

九書　  長谷川裕美

養心　  小林　恵華

書学　  和久津久美

大藤　  鈴木　白藍

書学　  小島　黄雪

書学　  國吉　利典

埼玉　  竹内　大貴

書学　  山根美枝子

書学　  宮下　香奈
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今月の優秀作品 篆 刻・ 一 字 書 審査評

随
意	

（
ま
）

審
査
評
￨
松
岡

　雪
華

詩
情
や
筆
遣
ひ
の
極
意
を
知
る
平
が
な
表
現

規
定	

（
艶
）

審
査
評
￨
松
岡

　雪
華

書
美
の
真
髄
を
求
め
る
漢
字
の
一
字
書

審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

規
定	

「
守
拙
」

随
意
「
人
生
看
得
幾
清
明
」

Ｍ
Ｍ
　
千
葉
　
伶
華

　紙
面
を
縦
横
に
生
か
し
、

大
胆
な
横
画
か
ら
や
や
左
に
傾
斜
し
て
か
ら

直
線
へ
と
向
か
う
縦
画
の
冴
え
が
見
事
。

書
学
　
尾
㟢
美
和
子

　気
を
衒
わ
ず
、
素
直
で

自
然
な
表
現
が
清
々
し
い
。
押
印
の
位
置
に

一
考
を
。

水
茎
　
山
㟢
ミ
ユ
キ

　字
源
で
あ
る
「
末
」
の

草
書
を
穏
や
か
な
運
筆
と
柔
ら
か
な
墨
色
で

表
現
。
最
後
の
点
が
絶
妙
な
空
間
を
醸
し
出

し
て
い
る
。

万
里
　
神
之
田
澄
水

　筆
先
を
沈
め
て
ね
じ
り

込
む
よ
う
な
力
強
い
線
質
、さ
ら
に
上
部
と
下

部
の
広
狭
に
よ
り
安
定
感
の
あ
る
作
品
と
な
っ

た
。

八
幡
　
赤
木
　
裕
子

　「艶
」
の
本
字
は
「
豓
」

で
あ
る
。
篆
書
の
モ
チ
ー
フ
を
潤
渇
と
や
や

傾
斜
さ
せ
た
造
型
で
表
現
。
押
印
に
よ
っ
て

安
定
感
を
得
た
。

桑
原
　
佐
伯
　
政
子

　縦
画
を
生
か
し
た
伸
び

や
か
で
す
っ
き
り
と
し
た
線
が
魅
力
的
。
押

印
に
よ
っ
て
作
品
に
品
致
を
添
え
た
。

水
茎
　
鶴
渕
　
雅
子

　流
暢
な
運
筆
で
行
書
の

味
わ
い
を
表
現
。
墨
量
の
加
減
を
生
か
し
て

の
疎
密
の
変
化
が
巧
み
で
、
最
終
画
ま
で
丁

寧
に
運
筆
し
た
。

采
女
　
熊
野
　
素
心

　潤
筆
で
沈
着
し
た「
豊
」

と
骨
力
の
あ
る
「
色
」
と
が
見
事
に
調
和
し
、

草
書
の
リ
ズ
ム
を
表
現
。
小
さ
め
の
押
印
に

よ
り
右
の
余
白
が
生
き
た
。

新
書 

宮
城
　
康
湖

篆
刻
三
法
を
踏
ま
え
た
作
品
製

作
に
手
慣
れ
て
い
る
感
有
り
。

疎
密
が
明
確
で
印
象
に
残
る
作
。

書
学 

嬉
野
　
満
利
子

縦
線
に
目
を
付
け
構
成
し
た
章

法
が
素
晴
ら
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ

の
線
に
変
化
が
あ
り
、
表
情
が

あ
る
。
見
て
い
て
楽
し
め
る
作
。

書
学 

石
井
　
孝
夫

印
文
を
縦
に
布
字
し
た
朱
白
相

間
印
。
線
質
鋭
く
、
中
央
の
空

間
も
効
果
的
。
引
首
印
と
し
て

も
使
用
で
き
る
実
用
的
な
作
。

島
田 

田
村
　
　
潔

疎
画
、繁
画
が
あ
る
七
字
を
端
正

に
ま
と
め
、安
心
し
て
み
ら
れ
る

作
。起
筆
収
筆
を
意
識
し
た
筆

意
が
あ
る
と
尚
可
。


